
⑴

⑵

⑶

⑷

（各 5点× 4）2

⑴

⑵

（各 5点× 2）1

⑴

⑵

（各 5点× 2）3

⑴

⑵ 人口

（各 5点× 2）4

〈持続可能な社会に向けて〉　次の文中の にあてはまる語句を答えな

さい。

⑴　現在の世代の幸福と将来の世代の幸福とを両立させることを、 と

いう。

⑵　現在の世代の幸福と将来の世代の幸福とを両立させることのできる社会

を実現するためには、私たち一人一人の積極的な社会 が必要である。

〈グローバル化〉　次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　異なる国や地域の企
き

業
ぎょう

が、商品の質や価格などを競い合うことを

という。

⑵　⑴が進む一方で、それぞれの国だけでつくられる商品だけでは生活が成

り立たなくなるため、様々な分野で が必要とされている。

⑶　2020年に始まった の世界的流行（パンデミック）は、グローバル化

による世界の一体化の結果もたらされた弊害といえる。

⑷　 （持続可能な開発目標）は、国家間の不平等などを世界の国々が協

力して解決しようとする取り組みの１つである。

〈情報化〉　次の問いに答えなさい。

⑴　情報の活用により生活が便利になるなど、社会の中で情報が果たす役割

が大きくなることを何というか。

⑵　⑴の下で、私たちには情報を正しく利用する態度とともに、メディアを

正しく使いこなす力が求められる。下線部のことを何というか。

〈少子高
こう

齢
れい

化〉　次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　現在の日本では、合計特
とく

殊
しゅ

出
しゅっ

生
しょう

率
りつ

の低下による少子化と、 ののび

による高
こう

齢
れい

化が同時に進んでいる。

⑵　高齢化により社会保障の費用が増える一方で、それを負担する 人

口の経済的な負担が重くなっている。

1

2

3

4
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氏
　
名
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⑴
①
Ａ

Ｂ

② 率

⑵

①
Ａ

Ｂ

②

③

⑶

（⑴①各 4点、他各 5点× 6）1

⑴

⑵

⑶

（各 4点× 3）2

次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

⑴　下線部ⓐについて、次の問いに答えなさい。

①　次の文中の Ａ・Ｂにあてはまる語句をそれぞれ答えなさい。

　グローバル化とは、お金や人、物が、 Ａ をこえて、地球規模で広が

っていくことである。この変化は、各国がそれぞれの得意な分野に力を

入れた商品をつくり、貿易を通じてその交
こう

換
かん

を行う Ｂ をもたらした。

②　日本では①の Ｂ が進んだ結果、競争力の弱い農産物は他国からの

輸入にたよるようになり、食料 Ｃ 率は低下していった。 Ｃ にあ

てはまる語句を答えなさい。

⑵　下線部ⓑについて、次の問いに答えなさい。

①　近年、ディスプレイに触れることで操作できるタブレット型端
たん

末
まつ

など

の情報通信技術（ Ａ ）が急速に発展している。世界的な通信ネットワ

ークである Ｂ に接続することにより、遠
えん

隔
かく

治
ち

療
りょう

などにもこの技術は

利用されている。 Ａ・Ｂにあてはまる語句をそれぞれ答えなさい。

②　①のＢでは名前を明かさずに情報を発信することができるが、これを

悪用して ことは許されない。 にあてはまる適切な

内容を「迷
めい

惑
わく

」という語句を使って答えなさい。

③　多機能携
けい

帯
たい

電話（スマートフォン）が普
ふ

及
きゅう

するようになった時期を次か

ら選び、記号で答えなさい。

ア　1980年前後　　イ　1990年前後

ウ　2000年前後　　エ　2010年前後

⑶　下線部ⓒについて、現在の世代と将来の世代との幸福が両立できる社会

を何というか。

次の問いに答えなさい。

⑴　１人の女性が、一生のうちに産む子どもの平均人数を何というか。

⑵　第二次世界大戦前と比べて、世帯数に占める割合が大幅に低下した世帯

の形態を次から選び、記号で答えなさい。

ア　単独世帯　　イ 核
かく

家
か

族
ぞく

世帯　　ウ　三世代世帯

⑶　次の文中のア・イから正しいものを選び、記号で答えなさい｡

高
こう

齢
れい

者一人分の基礎年金を、何人の現役世代で支えるかを示す数値は、

1970年度と比べて現在は〔ア　増えた　　イ　減った〕。

1
　現代の日本はⓐグローバル化、ⓑ情報化が進み、私たちのⓒ社会には様々

な変化がおこっている。
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